
令和６年度 

和合町 

防災訓練実施計画書 
 

和合町自主防災隊 

訓練テーマ：「わが身を守り、みんなで行う地域防災」 

日時：令和６年１１月１７日（日） 午前８時～１１時 30分 

地域：和合町全域及び浜松市立泉小学校 

参加者：和合町自主防災隊、町民、消防第８分団、中消防署富塚出張所、浜松リハ

ビリテーション病院、ボーイスカウト浜松１２団、浜松市 

目的： 南海トラフ巨大地震を想定し防災訓練を行うことで住民一人一人が災害、 

防災に対する意識を高める。 

想定： １１月１７日（日）午前７時５８分南海沖を震源とする巨大地震（マグニチュ 

ード９．浜松市の最大震度７）が発生し、市内全域にわたり家屋の倒壊。 

電気、ガス、水道、通信網等のライフラインの途絶。 

訓練： 全町民は命を守るためのシェイクアウト訓練に参加。更に安否確認タオル 

の掲出を行うことで、自宅にいる人の安全を知らせる。 

和合町自主防災隊は、泉小学校に対策本部を、各部防災倉庫前に部隊を

立ち上げ、訓練を実施する。（町民の安否確認訓練、町民の避難訓練、泉小

学校においては各訓練及びデモンストレーション、浜松市による講演等を

実施する） 
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・対策本部 （石塚、松山、宮崎、中村、杉浦） … 体育館入り口に本部を立ち上げる

・情報部（薗田、宮崎、宮崎）… 各部隊との通信訓練（部隊立上げ報告、安否確認報告など）

・避難誘導部（中村）… 避難者の把握（組ごとに避難する町民の数を確認、隊長に報告）

・避難所運営本部（太田、牧内、松山）…　運営本部・避難所受付設置

                                                         段ボールベッド・簡易トイレの使用法講習

・物資部（杉本、冨田）…　玄関前で配布準備、体育館内に配布場所設置

                                   カンパン、水を配布する（訓練終了後）

・ポンプ隊（岩瀬）…　放水訓練、救出訓練（グラウンド）

                             ジャッキを使った救出講習

・救護部（佐々木、専門職の看護師）…救護本部を立上げる

                                                     応急処置講習

・第8分団 … 放水訓練、 消火器の使い方講習

・中消防署冨塚署 ・・・ AED講習

・ボーイスカウト … 簡易担架の使い方講習、屋外テントトイレ展示・説明

・浜松市職員  … 能登半島地震の支援活動に参加して、現地で見たことの講演（担当：松山）

・防災隊長 ・・・ 開始・締めのあいさつ

・統括･･･（外）山本 （中）松山

自主防災隊隊長（石塚）副隊長（山本）隊長補佐（岩瀬）防災専門官（松山）

自治会３役（園田、松山）

各部副部長（避難所：太田、牧内

情報：宮崎、宮崎

消火：永井

避難誘導：中村

救護：佐々木、杉浦 物資：杉本、冨田

専門職：小久保、大西、鈴木、石川、竹ノ内、渡辺、左右都、森、堀越
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(1) 集合する人： 

   部隊長、部隊長補佐、物資班、情報班、消火班の班長・班員、ボランテイアの中学生 

   部付の三役 １部：中津川 ２部：児玉 ３部：天野 ４部：大庭 

               ５部：平田 ６部：太田も ７部：木下 ８部：高須 

(2)役割：部隊の立ち上げ、安否確認 

(3)当日の動き 

① 情報班長は、集合前に組内住民にハンドマイクを使い、地震発生・避難を呼びかける。 

「訓練災害発生。安全を確認しタオルを玄関先に出し、第一次緊急避難場所へ集合してくだ

さい」 

② 部付きの３役は、デジタル無線機を持ち、部の防災倉庫に向かい、部隊長に無線機を届け

る。その後、部隊の立ち上げを補佐。 

③ 部隊長は、部隊倉庫前にて、部隊の立ち上げを行う。 

※ 倉庫のカギを開け、中に保管してある安否確認用のボックスを開け、ここに集合した人たち

に手分けをして黄色いタオルによる安否確認を指示。 

※ 安否確認はできるだけ２名で行くことが望ましいですが、集まった人数によっては１人でとい

う事がありうる。 

※ 安否確認用ボックスには住宅地図、筆記用具、台紙、集計表 

④ 安否確認の指示を受けた人（部隊長補佐、物資班員、情報班員、ボランティアの中学生） 

 与えられた地図を手に、黄色いタオルが出ていたかどうかの確認（安否確認）に回る 

地図に直接赤丸をつける。 

 本年度の訓練では、地図に載っていないお宅、確認不可能なアパート等は除外する。 

 （確認できたアパートは地図にタオルの出ていた数を書いてください）。 

 地図の裏に、担当者の名前、倉庫前を出発した時間、戻ってきた時間、気付いたことを記

入する。 

 自分の担当エリアが終了したら直ちに部隊（倉庫前）に戻り、部隊長に数の報告を行い、 

地図を返す。 

※9:15 を目途に、途中でも部隊に戻る。行けなかったエリアは地図に印をつけておく。 

 部隊長は、安否確認が終了した時点でタオルの出ていた数を集計し、無線にて本部に報告

する。記入後の地図、集計表を本部へ持参する 

 防災訓練当日の部隊での訓練は、黄色いタオルを用いての安否確認訓練のみとなりますの

で、本部への報告が終了後は、泉小学校にて行われている訓練に合流してください。 

(9：45 頃到着目標) 到着後は、本部の避難誘導副部長  （中村）  に避難人数を報告   
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　　　　　組長、救護班、避難誘導班

・救護班長は、救急バッグを持って集合

・組長は、集まった町民に対し、避難判断についての説明を行い、泉小へ向かう人数を把握

する

・第一次緊急避難場所から直接泉小学校に避難誘導する。（二次避難場所は廃止しました）

避難経路は組長・避難誘導班で決定する。

・泉小学校に到着した町民を部ごとに集合させ、泉小学校での訓練開始まで待機させる。

・組長は、泉小学校グラウンド到着後、本部の避難誘導副部長 （中村） に避難人数を報告

・訓練開始のアナウンス後は、訓練を自由に見学する。

「〇部〇組組⾧の○○です。本日は、防災訓練にご参加いただきありがとうござい

ます。この場所は、〇部〇組の第一次緊急避難場所です。

既に防災通信などでもお伝えしておりますが、災害時に全町民が泉小へ避難しても

全員を収容するだけのスペースはありません。家屋の倒壊・火災などで自宅にとど

まることが困難・不安な方を除いては、在宅避難が推奨されております。従って、

災害発生時に泉小へ避難するかどうかは、個々の判断で決めていただき、それぞれ

で泉小へ向かって頂きます。

ただし、ここ第一次緊急避難場所には、組⾧、救護班、避難誘導班のみなさんが待

機し、避難の相談や誘導、簡易な手当、部隊・本部への応援連絡などを行っており

ますので、避難所へ向かう場合でも、まずは第一次緊急避難場所にお立ち寄りいた

だきたく、よろしくお願いいたします。

本日は、防災訓練ですので、避難を支援する訓練として、皆さんで一緒に今から泉

小学校に向かいます。任意ですが、泉小での訓練に参加される方はご一緒くださ

い」

7 



メモ

8 


